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■ ３．ほくでんグループ経営ビジョン2030

の進捗状況



■「ほくでんグループ経営ビジョン2030」の概要

1

• 2030年におけるほくでんグループの目指す姿として「ほくでんグループ経営ビジョン2030」を取
りまとめ、下記の経営目標を定めています。

• ESG（環境・社会・ガバナンス）を重視し、事業の持続的な成長と持続可能な社会の実現に努め、
北海道の経済やお客さまの暮らしを支えるという、ほくでんグループの変わらぬ使命を果たしてい
きます。

利益目標（連結経常利益）

▶ 第Ⅰフェーズ ：230億円以上/年

▶ 第Ⅱフェーズ ：450億円以上/年

◆2030年度までに目指す経営目標

成長に向けた指標

▶ 電力小売・卸：300億kWh以上/年

▶ ガス供給事業：10万t以上/年

▶ 再エネ発電(道外含む)：30万kW以上増

環境目標

▶ CO2排出量
泊発電所の再稼働やLNG火力の活用などにより
2013年度比で50％以上低減（△1,000万t以上/年）

キャッシュフロー

▶ 重点新規事業へ
総額500億円以上投資

▶ 既存設備の更新投資

▶ 価格競争力強化

▶ 財務基盤強化

▶ 株主還元
→自己資本の回復を図りつつ

株主の期待に応えるべく、
さらなる還元を行っていきます

財務目標

▶ 連結自己資本比率
15％以上を達成し、
さらなる向上を目指します

さらなる
成長へ
展開

費用低減

▶ 効率化・費用低減のたゆまぬ推進

ほくでんグループ経営ビジョン2030の全文については「ほくでんHP」へ

https://www.hepco.co.jp/corporate/ir/management/management.html
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■経営ビジョン2030の進捗～成長に向けた指標～
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• 2022年度のほくでんグループの販売電力量は、ご契約いたただいたお客さまが増加したことなど

から前年度に比べ11億kWh増加しましたが、北海道電力㈱の電力小売・卸販売電力量は、小売電

気事業者さまへの販売量が減少したことから、前年度に比べ1億kWh減少の260億kWhとなりまし

た。

• ガス供給事業は、お客さまの増加等により0.2万t増加の1.0万tとなりました。

〔経営ビジョン2030における目標〕

電力小売・卸：300億kWh以上/年
ガス供給事業：10万t以上/年

【電力小売・卸販売の推移】
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• 再エネ開発量は「約5.2万kW」となり、ビジョン目標に対する進捗は17％となりました。

• 環境目標であるCO2排出量の実績は火力発電電力量の減少に伴い、1,219万t-CO2となりました。

〔経営ビジョン2030における目標〕

再エネ発電(道外含む)：30万kW以上増

CO2排出量※：2013年度比で50％以上低減（1,000 万t 以上/年の削減）

【CO2排出量の推移】
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■経営ビジョン2030の進捗～環境指標～

【再エネ開発量の推移】
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※経営ビジョン公表後に導入が決定した電源の持分容量
（運開前を含み、既設電源のリプレースを含まない）

※ほくでんグループ発電部門の電源が発電時に排出するCO2の量
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